
全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、
六
月
十
九
日
午
後
よ
り
東
京
都
芝
浦
の
港
湾
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
バ
ー
ク
芝
浦
）
に
於

い
て
、
日
本
港
運
協
会
と
第
二
回
中
央
港
湾
団
交
を
開
催
し
た
。
団
交
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
出
席
者
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
考
慮
し
、
人
数
制
限
を
確
認
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

二
月
二
十
日
に
、
第
一
回
中

央
港
湾
団
交
を
開
始
し
て
二
〇

春
闘
の
要
求
書
を
提
出
、
文
書

で
の
趣
旨
説
明
の
配
布
を
行
な

い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
が
社
会
問
題
と
な
り

中
央
港
湾
団
交
の
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
政
府
な
ど
の
自
粛

要
請
や
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し

て
、
二
〇
春
闘
中
央
行
動
は
縮

小
、
地
区
の
春
闘
討
論
集
会
な

ど
も
一
部
で
は
中
止
を
決
断
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
方
、
港
湾
労
働
者
は
、
社

会
の
安
定
の
維
持
に
不
可
欠
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
と

の
政
府
の
要
請
も
あ
り
、
感
染

の
不
安
に
怯
え
な
が
ら
も
港
湾

の
現
場
に
従
事
し
て
き
て
い

る
。こ

う
し
た
職
場
の
状
況
と
港

湾
労
働
者
の
不
安
や
感
染
リ
ス

ク
の
高
ま
り
を
ふ
ま
え
、
全
国

港
湾
と
港
運
同
盟
は
、
行
政
・

日
本
港
運
協
会
に
対
し
て
「
安

全
確
保
等
の
緊
急
申
入
れ
」
を

行
い
、
対
応
し
て
き
た
。

過
日
、
事
務
折
衝
に
よ
っ
て

日
本
港
運
協
会
か
ら
二
〇
春
闘

の
産
別
要
求
に
対
し
、
書
面
に

よ
る
第
一
次
回
答
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。

五
月
二
十
五
日
、
政
府
は
緊

急
事
宣
言
を
解
除
し
ま
し
た
の

で
、
感
染
防
止
対
策
を
継
続
し

つ
つ
、
中
央
港
湾
団
交
が
再
開

で
き
る
条
件
が
整
い
、
今
日
の

再
開
と
な
っ
た
。

団
体
交
渉
は
、
冒
頭
、
六
月

に
行
わ
れ
た
日
本
港
運
協
会
総

会
に
お
い
て
新
労
務
委
員
長
に

就
任
し
た
田
原
口
委
員
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
組
合
側
に
業
界

側
の
書
面
に
よ
る
第
一
次
回
答

の
意
見
を
求
め
た
。

組
合
側
は
、
適
正
料
金
の
確

保
の
具
体
的
な
行
動
を
明
記
す

る
時
期
で
あ
る
こ
と
、
定
年
制

や
関
連
専
業
の
5
・
9
協
定
の

具
体
化
や
労
働
災
害
企
業
内
補

償
の
更
な
る
進
展
を
求
め
た
。

業
界
側
は
、
本
日
の
修
正
回

答
は
難
し
い
が
、
次
回
ま
で
の

交
渉
期
間
を
延
ば
し
た
く
は
な

い
と
し
て
、
六
月
内
ま
で
に
は

開
催
し
た
く
、
事
務
局
間
で
開

催
日
時
を
調
整
し
た
い
と
組
合

側
に
提
案
し
た
。
組
合
側
は
、

こ
れ
を
了
承
し
て
団
体
交
渉
を

十
四
時
三
十
五
分
終
了
し
た
。

六
月
一
日
、
国
土
交
通
省
港

湾
局
港
湾
経
済
課
が
全
国
港
湾

に
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お

け
る
熱
中
症
予
防
行
動
に
つ
い

て
（
周
知
依
頼
）
を
発
出
し
ま

し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
三
つ
の
基
本
①

身
体
的
距
離
の
確
保
、
②
マ
ス

ク
の
着
用
、
③
手
洗
い
や
、「
三

密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
」

を
避
け
る
等
の
対
策
を
取
り
入

れ
た
生
活
様
式
を
実
践
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
夏
は
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
生
活
環
境

下
で
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
十

分
な
感
染
症
予
防
を
行
い
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
熱
中
症

予
防
を
心
掛
け
る
よ
う
、
厚
生

労
働
省
・
環
境
省
に
お
い
て「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
お
け
る
熱

中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
を

取
り
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
を
作
成
、
詳
し
く
は
、
環
境

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

船
内
作
業
員
等
の
屋
外
で
作

業
に
従
事
す
る
港
湾
労
働
者
の

皆
様
の
熱
中
症
の
予
防
の
た

め
、
傘
下
組
合
員
等
へ
の
周
知

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

業
務
上
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
と
認

定
さ
れ
れ
ば
、

労
災
認
定
さ
れ

る
。そ
の
場
合
、

『
業
務
上
で
の
罹
患
』
か
、
ど

う
か
が
最
大
の
争
点
と
な
る
。

た
だ
、
現
状
で
は
仕
事
で
感
染

し
た
の
か
、
そ
れ
以
外
の
機
会

で
感
染
し
た
の
か
は
っ
き
り
と

し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
認
定

が
困
難
と
な
っ
て
い
た
▼
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働

省
は
四
月
、
次
の
よ
う
に
認
定

基
準
を
緩
和
し
た
。
『
医
療
従

事
者
等
』
の
場
合
、
患
者
の
診

療
・
看
護
・
介
護
に
当
た
っ
た

医
師
や
看
護
師
、
介
護
従
事
者

は
原
則
と
し
て
労
災
の
対
象
と

な
っ
た
。
業
務
外
で
の
感
染
が

明
ら
か
な
場
合
を
除
い
て
労
災

認
定
す
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
的
な
労
働
者
に
つ

い
て
も
感
染
経
路
が
特
定
さ
れ

た
場
合
で
、
そ
の
感
染
源
が
業

務
に
内
在
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
な
場
合
は
労
災
と
し
て
扱

わ
れ
る
が
、
感
染
経
路
が
は
っ

き
り
と
し
な
い
場
合
は
個
別
判

断
に
な
る
。
こ
こ
で
い
う
は
っ

き
り
と
し
な
い
場
合
と
は
、
感

染
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
高
い
環

境
で
働
い
て
い
た
か
ど
う
か

だ
。
例
と
し
て
、
本
人
を
含
め

て
二
人
以
上
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
職
場
や
、
顧
客
と
接
触

す
る
機
会
が
多
い
ス
ー
パ
ー
や

タ
ク
シ
ー
、
飲
食
店
な
ど
だ
。

必
ず
し
も
労
災
認
定
さ
れ
る
と

は
限
ら
な
い
が
、
個
別
調
査
を

通
し
て
認
定
に
道
を
開
い
た
点

に
つ
い
て
は
評
価
で
き
る
。
ま

ず
は
諦
め
な
い
こ
と
が
肝
心
な

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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